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　はじめに

ウツボ科キカイウツボ属 Scuticariaは，肛門が

体中央部よりはるかに後方に位置する，尾部が非

常に短い，不対鰭が不明瞭で，尾部の後端部にの

み存在する，両顎に 2列の鋭い円錐歯列をもつ，

および前鼻孔と後鼻孔が筒状であることなどの形

態的特徴をもち（Böhlke and McCosker, 1997），日

本国内を含む全世界からモヨウキカイウツボ

Scuticaria tigrina (Lesson, 1828)とキカイウツボ

Scuticaria okinawae (Jordan and Snyder, 1901) の 2

有効種が知られている（波戸岡，2013; Fricke et 

al., 2019）．

モヨウキカイウツボはこれまで国内において

紀伊半島，伊豆諸島八丈島，小笠原諸島父島，屋

久島，口永良部島，沖縄諸島および西表島から記

録されており（山川ほか，1994; Senou et al., 2002; 

Tawa et al., 2012; Motomura and Harazaki, 2017；木

村ほか，2017；波戸岡，2018），サンゴ礁域の浅

場に生息し，小型の魚類や甲殻類などを捕食する

生態が知られている（Yukihira et al., 1994；波戸岡，

2018）．

2019年 3月 22日に奄美大島の潮間帯で 1個体

のモヨウキカイウツボが採集された．この標本は

本種の奄美群島からの初記録となるため，ここに

報告する．さらに，日本におけるモヨウキカイウ
ツボの過去の分布記録を再検討した．

　材料と方法

標本の計数・計測は山川ほか（1994）にしたがっ

た．全長は TLと表記し，ノギスを用いて 0.1 mm

単位で計測した．標本の作製，登録，撮影，およ

び固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に

用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時の写

真（Figs. 1, 3）は同館のデータベースに登録され

ている．

　結果と考察

Scuticaria tigrina (Lesson, 1828)

モヨウキカイウツボ　（Figs. 1–3）

標本　KAUM–I. 129129，全長 881.0 mm，鹿児

島県大島郡奄美市あやまる岬（28°28ʹ32ʺN, 

129°43ʹ11ʺE），2019年 3月 22日，手網，水深 0.1 

m，松原凪来．

記載　本標本の体各部測定値の全長に対する

割合（%）は以下のとおりである：鰓孔前縁にお

ける体高 3.3；肛門における体高 2.5；頭長 7.5；

肛門前長 67.3；背鰭前長 98.0；臀鰭前長 98.2．体

各部測定値の頭長に対する割合（%）は以下のと

おりである：鰓孔前縁における体高 44.7；吻長

16.5；眼径 6.0；両眼間隔 13.8；上顎長 35.7．体
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は著しく細長く，わずかに側扁する．肛門は体の

中央よりはるか後方に位置する．吻は中庸に長く，

丸みを帯びる．眼は小さく，口裂中央より前方に

位置する．前鼻孔は単筒状で，吻端に位置する．

後鼻孔は前鼻孔より太く短い単筒状で，眼の前縁

上方に位置する．頭部側線管開孔は裂孔状で小さ

い．眼上管の開孔数は 3で，最前端のものは前鼻

孔の前下方に位置する．第 3眼上管開孔は前鼻孔

の後上方に位置し，後鼻孔からよく離れる．眼下

管の開孔数は 4で，最前端のものは前鼻孔直下に，

最後端のものは眼後縁よりやや後方にそれぞれ位

置する．下顎管の開孔数は 6で，最前端のものは

下顎前端に，最後端のものは口裂後端のほぼ直下

にそれぞれ位置する．口は端位で，両顎縁の輪郭

は体側中央に対して凹方向にわずかに湾入する

が，完全に閉じることができる．口裂は大きく，

頭長は上顎長の 2.8倍．口内の歯はすべて後方に

曲がった犬歯状歯で，先端は鋭く尖る．前上顎骨

板中央部に 8本の歯をもち，外縁部に中央部より

小さな 19本の歯を備える．前鋤骨部に 1列に並

んだ 5本の大きな歯をもつ．主上顎骨の歯列は前

半部において 2列で，後半部において 1列．下顎

の歯列は最初の 3分の 1において 2列で，後の 3

分の 2において 1列．主上顎骨と下顎の内側の歯

は後方にわずかに倒すことができ，外側の歯より

太く長い．鰓孔は前後方向に長い楕円形で，眼径

とほぼ同大であり，体側中央よりわずかに背方に

位置する．背鰭と臀鰭は著しく小さく，それぞれ

の起部は尾部後端部にほぼ同垂直線上に位置す

る．尾鰭は痕跡的で，鰭条をもたない．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）－体の地色はや

や黄色がかった褐色で，口裂後端より前方の頭部

と鼻孔はやや淡い褐色．口裂後端より前方に眼径

より小さな黒褐色斑が散在する．口裂後端より後

方の頭部と体に，眼径のおよそ 0.5–8倍までの明

瞭な黒褐色がほぼ 3列に不規則に並ぶ．

固定後の色彩－固定後は体色の黄色味が消失

することを除き，生鮮時からの変化は乏しい．

分布　モヨウキカイウツボは南アフリカ沿岸

から日本，ニューカレドニア，およびメキシコ西

岸までのインド・汎太平洋の熱帯・亜熱帯域に広

く分布する（Böhlke and McCosker, 1997; Allen and 

Erdmann, 2012; Del Moral-Flores et al., 2016）．日本

国内からは紀伊半島，伊豆諸島八丈島，小笠原諸

島父島，大隅諸島屋久島・口永良部島，沖縄諸島，

および八重山諸島西表島からのみ記録されていた

（ 山 川 ほ か，1994; Senou et al., 2002; Tawa et al., 

2012；波戸岡，2013; Motomura and Harazaki, 2017；

Fig. 1. Fresh specimen of Scuticaria tigrina (KAUM–I. 129129, 881.0 mm TL) from Amami-oshima island, Amami Islands, Japan.
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木村ほか，2017）．本研究における記載標本から

鹿児島県奄美群島の奄美大島からも本種の分布が

確認された（Fig. 2）．

同定と比較　奄美大島から得られた 1標本は

体が細長い円筒形，肛門が体の中央よりはるか後

方に位置する，不対鰭が尾部後端部に限られる，

後鼻孔が単筒形，後鼻孔周辺に頭部側線管孔をも

たない，口裂が大きく，頭長が上顎長の 2.6倍，

両顎に 2列の鋭い円錐歯列をもつ，両顎歯内側の

歯列がわずかに後方に倒すことができる，および

体の地色が褐色で明瞭な黒褐色斑をもつことなど

の 形 態 的 特 徴 が Böhlke and McCosker (1997)，

Böhlke and Randall (2000)，および波戸岡（2013）

の示したモヨウキカイウツボ S. tigrinaの形態的

特徴とよく一致したため，本種に同定された．

モヨウキカイウツボ S. tigrinaは体形や両顎歯

の形，および体にある明瞭な黒褐色斑などから表

面上，同属他種で体に明瞭な斑を欠くキカイウツ

ボよりもむしろ Uropterygius polyspilus (Regan, 

1909)によく似る．しかし，モヨウキカイウツボ

は肛門が体の中央よりはるか後方に位置する（U. 

polyspilusでは体のほぼ中央），口裂が大きく，

頭長が上顎長の 2.8–3.4倍（3.1–3.7倍），後鼻孔

が単筒形（小型個体では縁辺が膨らんだ筒状で，

大型では球根状），および体の地色が褐色（褐色

だが吻と下顎の前半が青白い個体も存在する）で

あることなどの形態的特徴をもつことで U. 

polyspilus と識別される（Böhlke and McCosker, 

1997; Böhlke and Randall, 2000）．

分布記録の再検討　本研究ではモヨウキカイ

ウツボを奄美群島から記録するにあたり，これま

での本種の国内における分布を整理した．山川ほ

か（1994）は鹿児島県口永良部島と沖縄県慶良間

諸島安室島から得られた 2標本と沖縄県慶良間諸

島座間味島で撮影された水中写真に基づき

Uropterygius tigrinus (Lesson, 1828)（= S. tigrina）

を日本からはじめて報告し，標準和名「モヨウキ

カイウツボ」を提唱した．

その後，本種は益田・小林（1996）［山川ほか

（1994）で掲載された水中写真を引用］，Senou et 

al. (2002)（八丈島で撮影された水中写真に基づ

く），松本（2004）（屋久島で撮影された水中写真

に基づく），Tawa et al. (2012)（紀伊半島沖，八丈島，

小笠原諸島父島，口永良部島，沖縄島沖，および

西 表 島 か ら 得 ら れ た 10 標 本 に 基 づ く ），

Motomura and Harazaki (2017)［屋久島から得られ

た 1標本（KAUM–I. 68046, 985.0 mm TL；Fig. 3）

に基づく］，および木村ほか（2017）（口永良部島

から得られた 1標本に基づく）によって記録され

ている．このうち，山川ほか（1994）と松本（2004）

がそれぞれ示した座間味島と屋久島の水中写真個

体は，口裂が小さい，後鼻孔が球根状，および吻

と下顎の前半が青白いことなどの形態的特徴が上

述した日本未記録種の U. polyspilusの特徴によく

一致した（Böhlke and McCosker, 1997; Böhlke and 

Randall, 2000）．また，2011年 6月 8日に屋久島

北岸で撮影された水中写真個体（Fig. 4）も同様

Fig. 2. Distributional map of Scuticaria tigrina (circle) from 
Japanese waters. Closed and open symbols indicate new and 
previous records, respectively.

Fig. 3. Fresh specimen of Scuticaria tigrina (KAUM–I. 68046, 
985.0 mm TL) from Yaku-shima island, Osumi Islands, Japan.
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の形態的特徴を有する．上述の写真に示されたウ

ツボ科魚類は U. polyspilusであると思われるが，

本種はこれまでに日本からの標本が得られておら

ず，日本における分布を明らかにするためには，

証拠標本に基づく詳細な調査が必要である．なお，

その他の文献記録における個体は，記載文に示

された特徴もしくは写真から判断できる外部形態

が Böhlke and McCosker (1997) と Böhlke and 

Randall (2000)の示した S. tigrinaの特徴とよく一

致した．

モヨウキカイウツボを奄美群島から記録した

報告はこれまでなく，また，近年の奄美群島の魚

類相を扱った Nakae et al. (2018)，Mochida and 

Motomura (2018)，および本村ほか（2019）にも

本種は掲載されていない．したがって，本報告は

本種の奄美群島における初記録となる．

属名の遷移　Lesson (1828)はフレンチポリネ

シア産の 2標本に基づき新属新種として Ichthyo-

phis tigrinusを記載した．しかし，Lesson (1828)

の示した本種の属名である Ichthyophisは両生類

無足目ヌメアシナシイモリ科の 1属の学名として

既に使用されていたため（Fitzinger, 1826），Kaup 

(1856)は本種の属名の新置換名として Muraeno-

blenna（ タ イ プ 種：Ichthyophis tigrinus Lesson, 

1828）を提唱した．ところが，この属名も

Lacepède (1803)によってヌタウナギ科の 1属の学

名として既に使用されていた．この属名は

Bleeker (1857)によって Muraenoblenna Kaup, 1856

として本種の属名として採用されたが，Bleeker 

(1864) は Muraenoblenna Kaup, 1856 が Muraeno-

blenna Lacepède, 1803の新参同名であることを認

め，本種の属名に Gymnomuraena Lacepède, 1803

を適用した．

Jordan and Evermann (1896) は本種の帰属を

Uropterygius Rüppell, 1838に改め，さらに後鼻孔

が鼻管を形成することなどの形態的特徴から本種

が Uropterygiusの新亜属である Scutica（タイプ種：

Gymnomuraena nectura Jordan and Gilbert, 1882）に

帰属することを示唆した．Jordan and Snyder (1901)

は Scuticaのタイプ種である G. necturaが実際に

は後鼻孔が鼻管を形成せず Uropterygiusとの差異

が認められないことから，Scuticaが Uropterygius

の新参異名であることを認め，本種と Uroptery-

gius okinawae Jordan and Snyder, 1901に対し新亜属

名 Scuticaria（タイプ種：Ichthyophis tigrinus Lesson, 

1828）を提唱した．Böhlke et al. (1989)は，肛門

前長が尾部よりも長い，後鼻孔が眼の中央よりも

前に位置する，および成魚の全長がしばしば 50 

cmを越えるという特徴を根拠に亜属 Scuticaria

を属に昇格させた．

山川ほか（1994）は本種を日本から初めて報

告し，モヨウキカイウツボの和名を提唱した．な

お，山川らはこの報告において Böhlke et al. (1989)

を参照したが，Böhlkeらの示した Uropterygiusと

Scuticariaの標徴に別属として識別するに足る差

異がないと判断し，本種の学名を Uropterygius 

tigrinus (Lesson, 1828)として記載した．その後，

Böhlke and McCosker (1997)は Scuticariaの分類学

的再検討を行い，本属に S. tigrinaと S. okinawae

の 2有効種を認め，体が細長い円筒形，肛門が体

中央部よりはるかに後方に位置する，尾部が非常

に短い，不対鰭が尾部の後端部にのみ存在するが

不明瞭，頭長，吻長および眼径が小さい，両顎に

2列の鋭い円錐歯列をもつ，両顎歯の内側の歯列

がわずかに後方に倒すことができる，前鼻孔と後

鼻孔が筒状，第 1，2鰓弓の下鰓骨が他の骨から

遊離する，下咽頭歯板に溝をもたない，下咽頭歯

板が第 4角鰓骨の近端位の背面に位置する，およ

び成魚の全長がしばしば 75 cmに達するなどの特

徴を有するものと定義した．

Fig. 4. Underwater photograph of Uropterygius cf. polyspilus 
from Yaku-shima island, Osumi Islands, Japan. Photo by S. 
Harazaki.
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波戸岡（2000）は Böhlke and McCosker (1997)

の見解に従い，モヨウキカイウツボに対応する学

名 を S. tigrina と し た． 本 研 究 は Böhlke and 

McCosker (1997)と波戸岡（2000）の見解を踏襲し，

本種の学名に S. tigrinaを適用し，モヨウキカイ

ウツボに対応する学名として使用した．

比較標本　モヨウキカイウツボ：KAUM–I. 

68046，全長 985.0 mm，鹿児島県熊毛郡屋久島町

永田沖観音（30°23ʹ35ʺN, 130°22ʹ47ʺE），2014 年

12月 27日，手網，水深 5–13 m，吉田朋弘・田代

郷国．
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